ごはんの巧をかた 



保温ボタン 




@ 


切ボタン 


《•電圧100 V • き通20で * 水温18で • 水加減はふつラの水位おの巧を 
•ぶ-炊飯時間は、電圧-室温-水遅‘水加涼-お米の種類などによ0巧むりまず。 


快を分け 

が飯容屋 

巧き上びるまでの 
時間の目を 

1.0 L タイプ 

1 ぶしタイフ 

白米^ 

無洗米, 

0.5 〜 5.5 カップ 

1*0〜1な0カップ 

37-70 分 

白 ホ： 快速 
無 洗米：1犬が 

1 .□〜 5.5 カップ 

2,0〜10,0カップ 
(無洗米は 7*0 カップまで} 

19〜己〇分 

E ~ ) ■ 十、〜 1 斗 

無洗米1あしけ 

1 >0〜目 .5 カップ 

注〇〜 1 Q ，0 カップ 

4日〜70分 

白米：ル電力 
無洗米！ j 

1•〇〜5.己カップ 

2,日〜6.日カップ 

40〜7□分 




W ゴ属の無洗米用計量カップ 
を使い、「白米」（無洗米）の 
水位目盛で水加減してくださ 
し、。 




•急いで炊さたい場合にご使巧ぐださい。（炊责 
上が0ががしかためになることがあります。） 
•最少炊飯屋 （ 1 .0 L タイプ:日，5カッブ、1ぶ L 夕 
イフ;1カップ)は「快速]で炊飯しないでくださし、。 
かためになつたり、ふきこぼれた0することが 
あ0ます。 




•おこげは遜常の白米よ 
り5つす5と焦げめをつ 
け、勵まをだすつースです。 
参焦げめは少し硬くなりま 
ず。 




•消費電力を約 600 W におをえて炊飯しまず。 

参白米と無洗米の巧飯のみにご使用 < ださい。 

•通常の炊飯より時間が長 < かかりまずが、炊飯にかか 
る電気げはほぼ同じでず。 


•最大炊飯■は1 .0 しタイブは 5. 5カップ，1 .8 しタイプは 
6カップまでにしてください。 



巧旗容畳と巧を上びるまでの時間の目安 


mm 


白米/お統米 


C 


① 



ごはんの巧をかた 


白米/無洗米 


10 


巧を/おこば/ル電力 


巧を分けの設定内容を 
お認する 



扫種類の炊き分けび a 巧できまず。 


白米 

白米-快速 
白米’おこげ 
白米-か電力 


無洗米 

無洗米，快速 
無洗米-おこげ 
無洗米-か空力 


■フラグを差し这むと、摄 
な遇択されている炊さ 
分けの設定を表示しまず。 



午前 

in.rTiiri 

1 



iQ ： 


I を押して、炊を分 
けを選おして < ださい。 
押ずごとに切り替わります。 



く抑> I 白米]びる巧されている場合 


I 巧巧 午前 

师徽•こ組 


の 

_ _た兰 し 

^2秒を点放) 


•.な《ポタン全押して L くださり • 




馨点巧が逛おしているがきがけでず。 

•がき分けは一度投定ずると、巧回ちそのおちを記ほしていまず。 
眉羽ぉょび 庶細 の(快速]は S 己憶しません。 

次回は眉来!または 誦蘇ザ I に戾りまず。 

-[か巧力]のなは「クリーン」が進ばれまず。 r ク U —ン」 
は、お手入れのための掛能でず。巧飯しないでください。 

(1 目べージ） 


が!飯（再加熱）ボタン 
を巧ず 



司ごく点灯) 


メ □ディーけザー）が鳴って、 
炊飯がはじまります 


sm 7 厂广つ 

BM 

_ 

し沿 


く例 > 残時間40分の場台 


回拓表をび約3巧で残時間 
菱をに巧わる。 

•表お部に巧を上び0までの残特間（百お）を、分を巧で表示しまず。 

巧ま上び。までの淺時間表示 

•表示ずる巧時間は目安であり、巧き分け-水温などのを件 
により、実踪に炊飯が終わるまでの時間と誤塞が生じる場 
台があります。また、表をずる残時闆は每曰同じ時間には 
なりません。 

• 本体が温かい海含などは、残時間表示がおないお合があり 
ます 6 (現な時刻の轰をにな0まず。 ） 炊飯ランフが点巧し 
ていれば炊飯中でず。 

•ほ常をめに炊いていると、たまにかなめになし1たり、快速炊飯 
をずると送時間表をび途中で早めに切0替わることびあり 
まずがが捆ではあ0ません。 


安 


炊き上がりメ □ディーヴザー)が 
鳴った5 

ずぐに、ほぐず 




•長時間の保温はしないでください。 

においや変色の原因になじまず。 

標準保温のとき‘…‘‘…12時間まで 
おさえめ保温のとさ…24時間まで 
•保温中は、ふたの的側•ふたパッキン•巧がま 
につゆがつ定まずが、ごはんのを燥を防ぐた 
めでが障ではあウません。 



なちら >4み| 準 


■保温ランプび点灯し、自動的に保温 
•保温の段定の切0替えは 
16ぺージをを照して < ださい。 


馨表巧部に保遍経遇時間を日 h 〜 
24 h まで1時間単位で表おし 
まず。 （25 時問 L 以上になると 
現在時刻の表おになりまず。） 


• ほぐさないと余分な蒸気を职っでベタついた D 固まること 
が友 D まず。 

•饮を上がったごはんの中央部が、ややくぼんだり、内びま 
に触れている部分がやわ!5かくなることびありまず。これ 
は IMI 加おの巧巧で、巧びま自体び発繳し、ごはんをつつ 
み ii んで巧きあげるためでず。 



ごはんがなくなった6な!^を押し、プラグを巧<。 徽繳就崩結 


(プラグを巧いたが應） 












































































































ごはんの巧きかた お • 


ホみ^ 




時 


巧 


•巧華 

•がか 


V 



云、--、. 

巧 

(予約; 

( 炊飯 

卜 切； 


\ ^泻加熱 ノ 



切ボタン 


健康 

メニユー 

表を 

使用ずる 
水位目盛 

炊飯容量 

巧き上がり 
までの時間 
の呂安 

料理集 
参照ページ 

1-0 L タイプ 

1ぶ L タイプ 

炊這み 

(おこわ）注り 
(表ごはん》ま吕） 


午前 

• ,,の广1 

•け 

mjh 


炊 iA み 

(おこわ） 

(分づきホ） 

1 〜 4 カップ 

2 〜 7 カツフ 

40 〜 6 己 分 

24、25ぺージ 

発すを米 

(ま 3) 


•广わの IT , 
し • 

概狱 


白米(無洗米） 
ふつう 

1 〜 4 カップ 

2 〜 7 カツフ 

40 〜 6目が 

^-^ 

(おゴをホ）を 4) 


午巧 

• •つ•のの 

m 


玄 米 

C おつ—き米） 

1 〜 4カップ 

己〜 7 カツブ 

K ) 〜 110分 

27ぺージ 

至:米がゆ 


宁巧 

•广わ广•の 


宏米がゆ 

0 .己〜 1 カップ 

0 .日〜 1 万カツブ 

1叫}〜120が 

のぺージ 

雑炊 


午的 

• iTi . jr 1 •つ 

WS 


— 

ごはん日 0 日臣まで 
ま己） 

ごはん目日 Og まで 
を 5) 

4〜15お 

注 6) 

2 江のぺージ 

おかゆ 


午的 

•の*のの 
，し, •し■し, 


おかゆ 

0>己〜1，已カジブ 
ま 7) 

1〜を日カツブ 
を 7) 

6 日〜 80 分 

26ぺ—ジ 


注1 ) おこわは、「おこわ J の水位巨盛でが加斑し、煩込みを透んで 
巧いてください。 

まのをごはんは、「分づき米 J の水位目盛で水加減し、'炊込みを選 
んでのいて < ださい。 

注 3) 発す玄米は発芽を米1に対して白米乙の割をで巧用して < だ 
さい。また発芽を米の種類によっては炊き上がりがかために 
なったり、やわ6かめになる場合がありまずのに お妊みによ 
り水加巧をしでぐださい。 

ま 4) 分づき米は、「がづきボ J の水位目盛でが加減し、ち米を靈ん 
で巧いてくだをい。 


ミま己）ごはんの重立の目安:茶わん1がで約20日邑 
注 6) 冷やごはんかろの場合，約4が程度長くなります。また、 
入れる具によつてらをかをわ D まず。 

ミちの5ががゆを炊 < 場合、おザの墨を約半分にしてくださし、。 




2 


巧込み/発昇を米/玄米/玄ザがゆ/巧巧/おかゆ/おこわ/麦ごはん/がづをザ 


0^ メニューボタンを巧し 

て、健康メニューを選が 
する 





'© 


を押して、 


、点滅 

巧飯ずるゾニュー 
を選巧してください。 

巧すごとに切り替わり秉す。 



午前 


• •—•••つの 

真ちぶか々がみサゅ 
••巧&ボタ气ホ巧してくちさ い- •• 

••'( 2秒を点滅） 


•扇滅が選択しているゾニューでず。 

参ボタンを巧ずと炊&み一発ま玄米一玄米一玄 
米がゆ一雑炊一おかゆの順に巧すごとに切り 
替わります。おかゆの巧は炊込みに戻ります。 
•ボタンを巧すと前回お使いの禮康ゾニューが表 
おされまず。 



咳 I 炊飯 (巧加熱）ポタン 

を押ず 


メ □ディー（ブザー）が鳴って、 
炊飯がはじまります 


® 炊を上がりメ □デイーロザー)び 
鳴った！3 

ずぐに、ほぐず 



参む6しになると残時間を表示しまず。 


_ J 

•保温ランプが点巧した5できあがりです。 

できあがつた5、なるべくお旱めにお百しあがり 
ください。 


■岡 aw 

• 轄康タニ:!一のな温はしないでください。 
(変をや、においの原因） 




ごはんがな < なつた5む 


0を押し、プラグを抜< 





(プラグを抜いたが態) 




参保温中のごはんや、冷やごはんで作りまず。 

•火の通りにくい具を入れるとさは、あ5か 
じめ火を通しておいてください。 

•レトルトパックの U ゾットのあたたゆにち 
傾利でず。 

たまご雑饮 トマトとツナのリゾット風雑炊 

(作りかた23ぺージ） （作りかた22ぺージ） 

__ J 








































































































ザ約巧旗のしかた 



現在時刻に近接した下表時間!^; i 內では予 i 
すぐに快をを始めまず。 


工場出荷時は を約11 に 午前6 : 0 日、 r 予約 到 に 午後6 : 0 日が 
セツト立れています。 


^ 例）^予約リに炊を上がり時刻を午前7:30に予約する場合' 


深雑巧•峽込みは予約巧節しないでくだでい。 
殘予おはに時間な巧を目巧にしてくださし、。 


予約できない時間（ずぐに防顔を始める） 

巧:き分けメニュー 

健康ィニュー 

メ ニ：!一 

現在時刻か5 

タニユー 

現を時刻か弓 

1.日 L タイブ 

1層 

1.0 LW 

I .8 L 5 C ? 

白米 


57 お 
m 

目8分 

凹巧 

発芽を米 

日0分 
m 

6己が 

が巧 

お洗米! 

日0分 

け内 

7日が 
m 

白米 

快速 

41分 

な巧 

已4が 
m 

左 米 

り0分 

山巧 

り於} 

口巧 

無洗米 

48分 

50分 

山 巧 

白ホ 

!おこげ 

[ 

卽分 

m 

69 夕 

じ巧 

をホびゆ 

1如が 
m 

に日が 

な巧 

無洗米 

目2分 
m 

73巧 
m 

白米 

小動 

5恐 

的分 

おかゆ 

77分 
m 

賺 

山巧 

巧洗朱 

社ぉ 

郎が 

な巧 


(kj BSU 合わせボタンを 
巧して巧を上び0 
時刻を合わせる 


f 冊\は！時間単位で、 @ 

は1日が単位で進みまず。 



>巧し統けると、早送りになりまず。 ‘ ^秒を点學） 

•—度セツトした予約時刻は、変更ずるまで記憶しています。 
•午前と午後を間還えないようにを急してください。 

參ボタンを巧でないでいると r 炊飯ボタンを巧してくだごい」び捕おしまず。 


④ 巧飯(再加熱)ボタン 
を押ず/ 



炊飯（巧加熱）ボタンを巧さないと 
予約の飯は設定でをません。 


•ブザーが嗎り、ず約ランフび 
庶な。^「予約完了」表示が 
点巧しまず。 

■予約の取ウ消しは 
して <ださい。 


閑を巧 


子お1 午前 

つみご 


3^7 


>1予約21にセットするとさち、 
同じ要領で行いまず。 


^|^予約沒飯の場含、快を上が 
るまで予約した時到を表示 
しまず。 


> 1予約1|を約到 にセットした時刻は、変更しなし、跟り、記憶してし、ます。 
>次回か百はI;をの jr 昆^占、昆を還び 


離 


を巧ず 


だけでたツトでをまず。 




① 


現を時刻が含つていることを確認 
してか5 

モ約ボタンを巧して 


モ約1を選ぶ 


•圓 


モ的 J を押ず毎に 


mm 


[予約 i| 一を約马一屋し時間 I 

t _ I 

の表示にかわ D まず。 


ホ赖1 午前 

に•の广 I 
••り:ム，••し, 

••巧なポタンを巧して< だちい- 


2秒後点滅 r 


•巧:さ分け設定（10，11ページ）または禮康メニュー設定（12, 
13ページ）を確認してください。 


食べたい時刻に巧を上げるとを（モ約巧旗) 


i 0 

だ 

ま 

さ 

で 


ごはんの巧をかた 


モ約炊旗のしかた 


14 


お米を浸してか5巧< とを（层しが巧) 




•浸し中の温度を制御し、お米に水を充分 
吸わせておいし < 炊を上げまず。 

浸ず時間の目安は夏場30分程度、冬場 
60分程度をおずずめします。 

ず約炊飯との組合せはでさません。 


•真や調な料の入るちのは漫し炊飯をしないで 
ください。（沈殿しでラまく炊けないにめ） 


^ 例）60が 浸してか 5炊く場 含"^ 


JJ ) モ約ボタンを巧して、 

• ||;击巧|^巧ず毎に 

臣激 1 

二 0—4 

V ミイ U 

い •巧ぶボタンを巧してくださけ *1 

浸し時間を選ぶ 

[予約ホ約司 一!這し時間 1 


の表をにかわります。 I 

•败立分け設定 （10*11 ベージ）または健康メニュー設定 (12- 
13ページ）を確認してくだをい。 

•浸し瞬間は前回わットした時間を記撮していまず。 


fe 時刻さわせポタンの 

尽を巧して急し時囲 
ををわせる 

V ___ 

こ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ ^ 击一 

知 巧巧(再加熱)ボタン 



炊飯（再加熱）ポタンを押さないと 
浸し炊飯は設定できません。 


■巧ず毎に W 下の順で、1□分単 
位で時間がかわ0ます。 

3日分 一4日分 一ち 0が一 

^^-20分卜10分卜60が 



の順に轰示がかわりまず。 

参ボタンを押さないでいると「巧激[ボタンを巧して < ださい」が点滅します。^ 


•ブザーが瞩り、予おランプが 
点〇。 -* 「予約完了 J 表示び 
稳好しまず。 

•饮飯を開始ずると、飲飯ラン 
ブが点むしまず。 


剛 つ 


了 _ . 

を浸し中はげき始めまでの 
读時間をが単位で表示し 
まず。 


























































































































































































巧温に o いて 


おを无め保温 


* ごはんの温度を周期のに下げて、乾燥を防ぎます。 
このため、ごはんの温度な、イまく感じるときがありまず 
が異常ではあ0ません。 


S ) 保湿中に保温選択 
ボタンを巧ず 



参おさえめ保通中はなめのおおでな温しまず。ごはんの温度び 
おく巧じる時は> お巧みに巧じて再如拼してください。（裡 
準な温中：巧6分-おさえめ保思や：巧10巧） 


おさえめな温を进がずると、巧回らその絞をを記巧していま 


す。 

•おさえめな温やは、つゆびふたの巧側、みたバッキン、巧び 
まにつきまずび、ごはんの乾巧を巧ぐためでぶ巧ではあ D ま 
せん0 

•もう一お■■みを巧ずと、通巧の巧温に戻ります。 


•表示部に保溫経過時間を0 h 〜24 h まで1時間単なで表おし 
ます。 （25 巧間 1 U 上になると現を狩刻の表をになりまず。） 

•おさえめな思の均さは、さ4時間までにして<ださい。 

(においや巧色の原因になります。》 

• 保還中、においび気になる巧合は、クリーニングお能をお巧い 
<ださい。 （19 ページ） 


保湿中のごはんの再加熟 


* 保温中のごはんをさらに温めたいと重 



ごはんをほぐして、 
平 S にする 


(呆温中に巧飯（再加 
熱）ボタンを巧す 



•が画 

•ごほんの獲は怕制の水位目庭の3凹でを目安にし 
てください。（加おムラの原因） 





春炊饭ランフが点滅し.巧加おを巧いまず。 

•炊飯置をなど本体び巧いとき、または本巧が冷たいときは、 
プザーが W 0巧加输でさません。 


•途中で比めるとさは 


固 


を押して < ださい。 


保通に房ずときは、さ5に柄■■叶を押してください。 
り呆温経週時間は Oh か百おおしまず。） 

傷巧を… 

■何おもく D 返して巧加熟しないでください。 

(を燥やおこげの原因} 

•をめたごはんの温めなおしはしないでください。 


メ□ディー（ブザー）が鳴って、炊飯ランプが消文たら再加熱終了です。 
(標準保温中:約6分、おさえめ保温中:約10分） 


r 音で確認できる時刻をわせ操作 J を選んだときは、凶下の操作方法に巧ね0まず。 


現在時刻の合わせかた (時刻合わせは、「切 J のげ應のときに巧ってください。） 


1 時刻をわせボタンの 
r 時 J または r 分 J 
を5巧 PS 巧ず 

〇 時刻さわせボタンの 
r 時 J または r 分 J 
で時刻を合わせる 

〇 巧をがけボタンを巧し 
— 時刻をわせを接了する 

ピッと鳴って r 時刻合わせ J 
の設定になります。 

ポタンを巧し錦ブても、旱送 
じしません。 I 

ピッと鳴って r 時刻含わせ J 
が終了しまず。 


•時刻合わせ中に n 呆温遵おボタン J を 0.5 秒間巧すと、ブザーがビビッと吕回鳴って、午'後0:00 (正午）に 
なりまず。 


ザ約時刻の台ねせかた 


基本操作は14 -15ぺージの「予約炊飯のしかた」と同じでず。 UTF が通常の操作ち法と異なります。 

• 記煩しているず約時刻-浸し時間を変えるとさ、ポタンを押し続けてち早送0しません。 

• チ約時刻-瀑し時間を合わせているときに、「な遍選択ポタン」を日.5抄間巧すと、ブヴーがピピッと2回鳴つ 


て、含わせている時刻をネ刀期が態に戻すことができます。 


チ約1 

:「午前6 : 0日」、1 

1予約21 

1 :「午後6 : 00」、1 

1浸し1 
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音で確認できる晒知をねせ操か 

時計の時刻合わせ*予約の時刻合わだの操作は音で確認できる操作方法に切り替えることびできまず。これは巧 
に目の不自由なちにむいたお能でず。 


音で巧認できる操作の巧ぴかた （工場出荷時は通巧の操作方法に設定されていまず。） 


•巧びまをセツトした状態でおこなってくださし、。 


1 巧通選がボタンを 
巧ず 

P 巧を分けボタンを 

5巧問巧ず 

ス 切ボタンを押す 

ピツと瞻つて保温になる 

プザーが短く 8回鳴る 

低い富でピッと鳴って保温 
が切れる 


通常の操作方法に戻ずときも同じ方法でず。このとき2の操作時のブザーは1回だけ鳴りまず。 

• 「音で確設できる時刻合わせ操作」は一度切り替えるとプラグを巧いてを記憶しています。 

• r 音で確認でさる時刻合わせ操作」へ切0替えると、 1 U 下の通0の初期が態とな0まず。 

欢き分け：「白米（みつう）」、踏康メニュ ー ：饮込み 
[予約1 ) :「午前6 : 00 J 、 rW 2! ：「午後6 : 00 J 、[浸し]:「30分 J 


ごはんの巧をかた 


巧温について M 音で確認でをる時刻台わせ操作 


6 


ごはんの巧をかた 






























































お手入れ 


•お手入れずるときは、必ずプラグを抜を、本ががをめてか6巧つてください。 

•ベンジンやシンナー、みがき粉、たわし類は使わないでくだをい。（表面を場つける原因） 


[ しやもじ•しやもじ受け • 計 ■ カップ ] 


^ 本ないふた 1 

食器用就剤を使い、スポンジなどのやわらかいもので洗う。 


固くしぼつたふきんでふく。 J 



ふた加熟巧 


温度七ンヴー 


こび0つをがでをたら、細かい紙ヤス 
リ （600 蛋程度）に水をつけてこずり 
落とし、固く絞ったふきんでみき取る。 


吸巧 □• 妍巧 □ 


吸気□-が気□の 
ごみを巧除磯で吸 
い取る。 

の巧 □ 


nma 




ふたか！5はずして、食器用洗剤を便いスポ 
ンジなどのやわ!5かいをので洗い、水をふ 
をおる。 

I はずしかた 

.ふたバッキン 参つまみ部（雨側）の 
下脚にあるポタンを 
巧しなびら手前下 
巧问に引いてはずし 
まず A 

•ふたバッキンは、 
はずだまはん。 

ぶふたパジキンが手前 
畑に<るよ弓に取0 
巧ける。 

@フックをふたの切巧 
きに巧し込み、 

感つまみ都（兩稱）を 
r バチン J と音がす 
るまで件し込む。 
つまみ巧のでっばった巧が 
手頃にな0ます。 

つけ忘れて炊くことを巧ぐため、みた加热 
板を巧けないとふたが削まりません。 

•が; 

•みた加熱板は分おしないでください。 

• 食器お燥器や食器洗い馈は使わないでく 
ださい。 


■お0巧けかた 

.フック 



巧がま 


スポンジなどのやわ5かいもので洗ラ。 

巧れが気になる镑合は中性洗剤（食器用洗剖）を使って洗ラ。 

•が; 主 

♦巧おするとおいしくかけなくなることびあ0まず。取りのいは 
ていねいにお願いしまず。 

•フッ巧巧巧をいためないために、次のことをお守りください。 

。巧度のしゃをじを使ラ〇スブーンや茶わんなどを入れて诛むない 
输は巧わない くつ巧俩は、みびきがやたわしで統わない 

•フッ巧被 ㈱ ま、ご使巧により消耗しまずので、大切にお使いください。 

使用や、色むらがでをることがあ0まずぴ、性能や、衡生上 
のま巧はあ0ません。 

フッ巧が膜は、人体にぎはあ0ません。 ‘ 
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ノ 



調圧キャップ 


本化か引まずして、食器巧洗剤を®いスポンジなどのやわ5かいちので洗5。 

■調圧キャップのはずしかた- 

(で本がか6取りはずします。 屬)フックをがして（解除して） 

キャッフ本なをカバーか5持ち上 
げるよ弓に取りがします。 

キヤッブ本が 

カバ- 



■調圧キャップの取りつけかた 

のパッキンをカバーの巧に入れる。 

キヤッブ本巧バッキンカバー 




漫)キャップ本体の B 部をカバーのミ再に 薄調圧キジブの中央部を押さえ 
はめ C 方向にはめる。 て、確実に差し込む。 

図のぶうに持ち、キャッブ本巧を力 
パーのち巧に押さえつけ、フックび 
カチッといラまで巧さえつける。 


A 部 


* A 部は分躲しなし、でくださし、。 




[ クリーニング傑能（においや汚れび取れにぐい場る） 1 

炊込みごはん-雜饮や保温のをのにおいが気になるとをや、ゐた加おお-調圧キかッブの汚れが落ちにくい 
とをに使いまず。 

■使いかた 

® 肉がまに水を入れる 

参水の«は、 1 ，〇しタイブでは「白米(無な米) J の水位目盛 1 まで、 

1 .8L タイフでは「白米(無满お) J の水位目轟 2 まで。 

《•水似が（洗剤など）はお巧に入れないで < ださい。 

が‘ 

^ が d を巧して 

クリーンを選択ずる 

矿 

を巧す 

•ク U —ニンク開始をメ □ディー（ブザー）でおな 15 せしま 
す。（巧時間表示はしません） 

■メ □ディー（プザー）が鳴0、 r 保温ランプ J 
び点灯した5、クリーニング完了。 

(約 20 分かか 0 まず。） 

V 

•ク U —ニング直後は、內びまやふた加おおび親 < なっていま 
すので、の j を巧して（保温を止めて）、本巧がおめてか 5 
おおを捨て、水巧をふさおってください。 

•においによっては、売全に落ちないものもあります。 

J 


巧いかた 
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こんなとをは 


惶理サービスを依頼される前に、次の慮をお調べ<ださい。 


\お調べいただくこと 
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しんがなる （生撤 文になる》 

• 

• 

参 

参 



# 

• 

• 

• 



• 


やわ S かずぎる 

• 


• 












におう 


• 



• 










ひどくこげる 


• 

• 







雜 





ふをこぼれる 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 






参 


»« 口 W 巧から* 巧び ちれる 




• 











ご巧 
は巧 
ん中 
びの 

にお 5 


• 



• 




• 


• 

• 

• 


黃巧ずる 

• 

• 

• 

• 


• 





• 

• 



かたくなる 

• 



• 


• 





• 

• 

• 


eiiKIS ぴ度い 
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• 

ホ ■につゆびつく 









• 
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• 1 

• 


ポタン巧作できない 


I ブラグがコンたントに差し込まれでいまずか？ーフラグをコンたントにちし込んでください。 
>强落ランフが点巧していまだん ftt ? —0を巧してください。 


使用中に音がずる 


• [ブーン J と音びするのは、巧がのおをがへ强がすためにフアンが回ごでいるからでず* 
•か饭、巧し、な落時は、「カチッ J または「ジ ー J と唐がずることがありまずび、 

团函加热のきで巧巧ではちりません。 

•巧银审は、問巧的に巧巧の化る茵がし柔すが、巧巧ではおりません。 


予巧時刻に巧けない 


•资な贷巧が合っているか.そ巧島顿の午お•ぞをが音つでし巧かな找してくださ U — 7- 14ベージを摄 


巧巧閒锥ずると C 3の表示がまわる 


>巧旗巧時脚を巧示ずるまでの閒、巧示びまわ0まず。 


巧巧な時間を示が、一巧に巧が 
進んだり、止まったりして、時 
問どおウにのけない 


>おいし<炊を上げるために、途中で巧瞬峭びをわることが友0ます。 


快巧巧時間表示び出ない 


>本ががおかいときは、巧時閒巧をが化ないことがありまず。站班メニューは巧時巧がでません。 


巧巧ずるとき、においびする 


>おずめあ、ほ初にが巧ずるときはにおいがずる巧食があ0まず，ご馆用とともになくな0 
まずが巧になる場食はクりーニング巧艇を瘦巧してください，一19ベージを照 


ふたび巧ま0に<い 
みたび巧まらない 


•巧がまの巧，みたパッキンにごはん巧などびついていませんか？ 
• ふた加鞭板は正しく取り巧けられていまずか？一 18ぺージを隙 


または H £ J 表おになる 


ご巧をのときは0を揮ずと-: •• にな0まず。 

與巧時刻を含わせなおしてください。一7ぺージを照 
>フラグを巧いて入れる毎に•:•-または《ご巧示になる場合は、本巧に內あしているリチウム 
巧ミせの巧贪です，フラグを楚し込むと、扶族•な涅はできまずが、現在砖刻を合わせないと 
チ巧ができまだん。早めにおずゆになつた巧巧度に巧;を交巧をごな巧<ださい。 


巧示巧に〔しこミを 
ま示した 


延長コードの巧巧> たこ產扳搏などで巧お巧圧が巧觀こなくなつたとをなどに巧示 
しまず。0を巧し、別のコンセントをお使いください。 


表示部に H !〜《8を表おした 


0を}?してを巧示び時刻を示に房ろないとを、及び®々 K ! 
ときは、お巧い上げになった叛巧巧にご俺狡くだだい。 


HB 巧示になる 


プラグを差し这むとをカチジと音 
びした0、火巧びでる。 


>インパーター回路に巧巧ずるためでが巧ではありません。 


上の扇をお巧べいただを、その上でご不巧な点がありました6、お巧い上げになった彼巧店などにご裕狡くだだし、。 
■巧びまがをお-フッ巧後度がはがれた場合は、お巧い上げになごた巧巧店などで新しくお巧い巧めください。 


1.0しタイプ（ウチガマぉ之.み010〇〇り 7*000 巧 • 1,8しタイプ（ウチガマ: R 心 D 1 Q Opl ) 8.000 円 t 卿•伽3巧即巧な) 

巧飯中 

巧通巧を、巧®を病けまず。 


巧用や、停巧に 
なごたとを 


保通中 

再通巧榮、保邊を耗けまず。 

{ごはんの沼度によっては、な漂をやめまず。） 


予巧（巧し）や 

巧迹巧を、予巧（巧し) 
を轿けまず6 


巧いかた 


こんなとをは 


/料理集 
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